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経　

歴

一
九
四
五
年（
昭
和
二
〇
）　

七
月　

京
都
市
東
山
区
に
生
ま
れ
る　

一
九
五
一
年（
昭
和
二
六
）　

四
月　

京
都
女
子
学
園
京
都
幼
稚
園
入
園

一
九
五
二
年（
昭
和
二
七
）　

四
月　

京
都
市
立
六
原
小
学
校
入
学

一
九
五
八
年（
昭
和
三
三
）　

三
月　

同
校
卒
業

 

四
月　

ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
学
園
洛
星
中
学
校
（
京
都
市
）
入
学

一
九
六
一
年（
昭
和
三
六
）　

三
月　

同
校
卒
業

 

四
月　

ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
学
園
洛
星
高
等
学
校
入
学

一
九
六
四
年（
昭
和
三
九
）　

三
月　

同
校
卒
業

 

四
月　

京
都
大
学
文
学
部
入
学

一
九
六
八
年（
昭
和
四
三
）　

三
月　

京
都
大
学
文
学
部
国
史
学
科
卒
業

 

四
月　

 

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
修
士
課
程

入
学

一
九
七
〇
年（
昭
和
四
五
）　

三
月　

同
課
程
修
了

 

四
月　

 

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
博
士
課
程

進
学

一
九
七
三
年（
昭
和
四
八
）　

三
月　

同
課
程
単
位
修
得
退
学

 

四
月　

 

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料

調
査
室
研
究
員

一
九
七
五
年（
昭
和
五
〇
）　

七
月　

石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
員

一
九
八
一
年（
昭
和
五
六
）　

七
月　

 

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
主
任

研
究
官

一
九
八
二
年（
昭
和
五
七
）　

四
月　

 

宮
内
庁
東
宮
職
東
宮
侍
従
（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美

術
工
芸
課
併
任
）

一
九
八
四
年（
昭
和
五
九
）　

七
月　

 

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料

調
査
室
長

一
九
八
九
年（
平
成
一
）　　

一
月　

 

木
簡
学
会
委
員
、
監
事
（
〜
一
九
九
七
・
三
、
二
〇
〇

三
・
四
〜
二
〇
〇
五
・
三
）

一
九
九
〇
年（
平
成
二
）　　

四
月　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
歴
史
研
究
室
長

 

九
月　

滋
賀
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
（
〜
二
〇
〇
六
・
八
）

 

一
一
月　

 

宮
内
庁
侍
従
代
（
総
理
府
事
務
官
併
任
）（
〜
一
九
九

〇
・
一
二
）

一
九
九
一
年（
平
成
三
）　　

四
月　

奈
良
大
学
非
常
勤
講
師
（
〜
二
〇
〇
七
・
三
）

 

一
〇
月　

伊
吹
町
町
史
編
纂
顧
問
（
〜
一
九
九
三
・
九
）

一
九
九
六
年（
平
成
八
）　　

四
月　

 

国
文
学
研
究
資
料
館
国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員

会
委
員
（
〜
一
九
九
八
・
三
）

 

四
月　

 

仁
和
寺
研
究
委
員
会
委
員
（
古
代
学
研
究
所
、
〜
二
〇

〇
六
・
三
）

一
九
九
七
年（
平
成
九
）　　

七
月　

奈
良
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
（
〜
二
〇
一
五
・
六
）

一
九
九
八
年（
平
成
一
〇
）　

九
月　

富
山
大
学
非
常
勤
講
師
（
〜
一
九
九
九
・
三
）

一
九
九
九
年（
平
成
一
一
）　

四
月　

 

独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
奈
良
文
化
財
研
究
所
文

化
遺
産
研
究
部
歴
史
研
究
室
長
（
組
織
替
え
に
よ
る
）

 

四
月　

法
隆
寺
史
編
纂
委
員
会
委
員

 

八
月　

立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
（
〜
二
〇
〇
〇
・
三
）

二
〇
〇
〇
年（
平
成
一
二
）　

四
月　

戒
律
文
化
研
究
会
委
員

 

四
月　

日
本
古
文
書
学
会
評
議
員

二
〇
〇
一
年（
平
成
一
三
）　

五
月　

三
重
県
史
編
纂
委
員
会
専
門
委
員
（
〜
二
〇
一
六
・
四
）

二
〇
〇
二
年（
平
成
一
四
）　

九
月　

名
張
市
史
編
集
専
門
委
員
会
委
員

 

一
〇
月　

奈
良
文
化
財
研
究
所
文
化
遺
産
研
究
部
長

 

一
一
月　

奈
良
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

二
〇
〇
三
年（
平
成
一
五
）　

二
月　

文
部
科
学
省
文
化
審
議
会
専
門
委
員
（
〜
二
〇
一
五
・
三
）

 
四
月　

富
山
大
学
非
常
勤
講
師
（
〜
二
〇
〇
三
・
九
）
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史　　　窓

二
〇
〇
五
年（
平
成
一
七
）　

四
月　

富
山
大
学
非
常
勤
講
師
（
〜
二
〇
〇
五
・
九
）

二
〇
〇
六
年（
平
成
一
八
）　

三
月　

奈
良
文
化
財
研
究
所
定
年
退
官　

 

四
月　

京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授

 

四
月　

東
大
寺
史
研
究
所
所
長
（
〜
二
〇
一
一
・
五
）

二
〇
〇
七
年（
平
成
一
九
）　

四
月　

種
智
院
大
学
非
常
勤
講
師
（
〜
二
〇
〇
七
・
九
）

二
〇
〇
八
年（
平
成
二
〇
）　

五
月　

三
重
県
文
化
審
議
会
専
門
委
員
（
〜
二
〇
一
七
・
三
）

二
〇
一
〇
年（
平
成
二
二
）　

三
月　

 

東
近
江
市
史
跡
百
済
寺
境
内
保
存
管
理
計
画
策
定
委
員

会
委
員
長
（
〜
二
〇
一
一
・
三
）

二
〇
一
二
年（
平
成
二
四
）一
一
月　

奈
良
市
表
彰
（
功
労
表
彰
）

二
〇
一
三
年（
平
成
二
五
）　

一
月　

 
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員
（
〜

二
〇
一
四
・
一
二
）

 

九
月　

 

東
近
江
市
文
化
的
景
観
保
存
活
用
委
員
会
委
員
（
〜
二

〇
一
五
・
九
）

二
〇
一
四
年（
平
成
二
六
）　

四
月　

東
近
江
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

二
〇
一
五
年（
平
成
二
七
）　

四
月　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
長
（
〜
二
〇
一
六
・
三
）

二
〇
一
六
年（
平
成
二
八
）　

五
月　

瑞
宝
小
綬
章
受
章

二
〇
一
七
年（
平
成
二
九
）　

七
月　
「
あ
わ
の
至
宝
」
調
査
研
究
委
員
会
委
員

二
〇
一
九
年（
平
成
三
一
）　

三
月　

京
都
女
子
大
学
定
年
退
職

執　

筆　

目　

録

平
城
京
の
外
京
と
北
辺
に
つ
い
て

『
歴
史
と
地
理　

日
本

史
の
研
究
八
四
』

一
九
七
四
年
二
月

『
平
城
宮
木
簡
二
』（
索
引
）

一
九
七
五
年
一
月

貢
進
物
付
札
・
物
品
付
札

『
書
の
日
本
史　

飛
鳥

奈
良
』

一
九
七
五
年
七
月　

『
妙
法
院
史
料
第
一
巻
』（
共
編
）

一
九
七
六
年
三
月

一
九
七
三
・
一
九
七
四
年
度
発
見
の
平
城

木
簡

『
奈
文
研
年
報
一
九
七

五
』

一
九
七
六
年
三
月

『
平
城
京
左
京
八
条
三
坊
発
掘
調
査
概
報
』

（「
奈
良
時
代
の
遺
物
」
を
分
担
執
筆
）

一
九
七
六
年
三
月

『
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査

概
報
』（「
遺
物
木
簡
」
を
分
担
執
筆
）

一
九
七
六
年
三
月

平
城
宮
跡
と
平
城
京
跡
の
発
掘
調
査
（
分

担
執
筆
）

『
奈
文
研
年
報
一
九
七

六
』

一
九
七
六
年
一
一
月

『
妙
法
院
史
料
第
二
巻
』（
共
編
）

一
九
七
七
年
三
月

海
住
山
寺
総
合
調
査
報
告
（
二
）（
百
橋

明
穂
氏
と
共
同
執
筆
）

『
奈
文
研
年
報
一
九
七

七
』

一
九
七
七
年
八
月

『
妙
法
院
史
料
第
三
巻
』（
共
編
）

一
九
七
八
年
三
月

『
石
山
寺
の
研
究　

一
切
経
篇
』（
共
編
）

一
九
七
八
年
三
月

石
山
寺
重
書
類
に
つ
い
て

『
石
山
寺
の
研
究　

一

切
経
篇
』

興
福
寺
所
蔵
「
大
乗
院
御
坊
中
集
会
引

付
」

『
奈
文
研
年
報
一
九
七

八
』

一
九
七
八
年
八
月

『
妙
法
院
史
料
第
四
巻
』（
共
編
）

一
九
七
九
年
二
月

『
東
大
寺
文
書
目
録
第
一
巻
』（
共
編
）

奈
文
研
史
料
一
五

一
九
七
九
年
三
月

『
東
大
寺
文
書
目
録
第
二
巻
』（
共
編
）

奈
文
研
史
料
一
九

一
九
八
〇
年
三
月

『
妙
法
院
史
料
第
五
巻
』（
共
編
）

一
九
八
〇
年
三
月

『
古
寺
巡
礼　

石
山
寺
』（
項
目
執
筆
）

一
九
八
〇
年
一
一
月

仁
和
寺
所
蔵
「
伝
聞
抄
」
お
よ
び
「
大
疏

要
勘
抄
」
の
紙
背
文
書

『
奈
文
研
年
報
一
九
八

〇
』

一
九
八
〇
年
一
二
月

『
妙
法
院
史
料
第
六
巻
』（
共
編
）

一
九
八
一
年
二
月

『
東
大
寺
文
書
目
録
第
三
巻
』（
共
編
）

奈
文
研
史
料
二
一

一
九
八
一
年
三
月

『
石
山
寺
の
研
究　

校
倉
聖
教
・
古
文
書

篇
』（
共
編
）

一
九
八
一
年
三
月

興
福
寺
所
蔵
「
八
門
秘
要
抄
」
の
紙
背
文

書

『
奈
文
研
年
報
一
九
八

一
』

一
九
八
一
年
一
二
月

東
大
寺
文
書
の
起
請
文

『
文
化
財
論
叢
Ⅰ
』

一
九
八
三
年
三
月

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡
（
六
）
奈

良
・
平
城
宮
第
三
二
次

『
木
簡
研
究
』
六

一
九
八
四
年
一
一
月

鎌
倉
初
期
の
寺
院
組
織
に
か
か
わ
る
文
書

に
つ
い
て
の
素
描

『
中
世
寺
院
組
織
の
研

究
』

一
九
八
五
年
三
月
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『
昭
和
五
九
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

発
掘
調
査
概
報
』（
編
集
）

一
九
八
五
年
六
月

『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
一
九
八

五
』（
川
越
俊
一
氏
と
共
編
）

一
九
八
五
年
一
二
月

「
石
山
寺
」
扁
額

『
奈
文
研
年
報
一
九
八

五
』

出
土
木
簡
に
つ
い
て
の
検
討

『
平
城
京
左
京
三
条
二

坊
六
坪
発
掘
調
査
報

告
』

一
九
八
六
年
三
月

平
城
宮
一
七
四
│

一
六
次
発
掘
調
査
（
北

面
大
垣
）

『
平
城
宮
発
掘
概
報
』

一
九
八
七
年
六
月

『
藤
原
佐
理
』

『
日
本
書
学
大
系
』

一
九
八
七
年
一
一
月

一
九
八
六
年
出
土
の
木
簡

『
木
簡
研
究
』
九

一
九
八
七
年
一
一
月

官
人
の
文
書
業
務

『
季
刊
考
古
学
』
二
二

一
九
八
八
年
二
月

筆
・
墨
・
硯
が
表
す
社
会

『
日
本
の
古
代
一
四　

こ
と
ば
と
文
字
』

一
九
八
八
年
三
月

鎌
倉
中
期
の
西
大
寺
に
つ
い
て

『
中
世
寺
院
史
の
研
究　

下
』

一
九
八
八
年
三
月

平
城
京
一
二
五
│

五
次
発
掘
調
査
（
九
条

大
路
坪
境
小
路
交
差
点
）

『
平
城
宮
発
掘
概
報
』

一
九
八
八
年
六
月

『
万
葉
仮
名
』

『
日
本
書
学
大
系
』

一
九
八
八
年
一
〇
月

平
城
宮
跡
・
平
城
京
跡
出
土
の
木
簡

『
奈
文
研
年
報
一
九
八

九
』

一
九
八
九
年
四
月

平
城
宮
一
九
一
│

一
次
発
掘
調
査
（
平
城

京
右
京
三
条
一
坊
一
六
坪
調
査
）

『
平
城
宮
発
掘
概
報
』

一
九
八
九
年
六
月

平
城
宮
一
九
一
│

四
次
発
掘
調
査
（
北
面

中
門
推
定
地
）

『
平
城
宮
発
掘
概
報
』

一
九
八
九
年
六
月

最
近
出
土
の
木
簡
か
ら

『
水
茎
』
八

一
九
九
〇
年
三
月

興
福
寺
所
蔵
「
興
福
寺
権
別
当
次
第
」

『
奈
文
研
年
報
一
九
八

九
』

一
九
九
〇
年
三
月

平
城
宮
二
〇
二
│

一
三
次
発
掘
調
査
（
平

城
京
左
京
二
条
二
坊
五
坪
）

『
平
城
宮
発
掘
概
報
』

一
九
九
〇
年
六
月

『
唐
招
提
寺
古
経
選　

続
編
』（
田
中
稔
氏

と
共
編
）

一
九
九
〇
年
一
一
月

長
屋
王
と
そ
の
時
代

『
平
城
京
長
屋
王
邸
と

木
簡
』

一
九
九
一
年
一
月　

興
福
寺
所
蔵
『
興
福
寺
別
当
次
第
略
本
』
『
奈
文
研
年
報
一
九
九

〇
』

一
九
九
一
年
二
月

『
石
山
寺
の
研
究　

深
密
蔵
聖
教
篇
上
』

（
共
編
）

一
九
九
一
年
二
月

平
城
京

『
ジ
ャ
パ
ン
ク
ロ
ニ
ッ

ク
日
本
全
史
』

一
九
九
一
年
三
月

「
長
屋
王
家
木
簡
」
そ
の
前
後

『
書
道
研
究
』
四
九

一
九
九
二
年
一
月

『
石
山
寺
の
研
究　

深
密
蔵
聖
教
篇
下
』

（
共
編
）

一
九
九
二
年
二
月

石
山
寺
所
蔵
の
書
跡
目
録
に
つ
い
て

『
石
山
寺
の
研
究　

深

密
蔵
聖
教
篇
下
』

石
山
寺
深
密
蔵
聖
教
の
紙
背
文
書

『
奈
文
研
年
報
一
九
九

一
』

一
九
九
二
年
三
月

平
城
京
廃
都
後
の
条
坊
呼
称
の
残
存
に
つ

い
て

『
長
岡
京
古
文
化
論
叢
』
一
九
九
二
年
七
月

興
福
寺
所
蔵
聖
教
の
紙
背
文
書

『
奈
文
研
年
報
一
九
九

二
』

一
九
九
三
年
三
月

筆
、
墨
と
硯

『
月
刊
文
化
財
』
三
六

二

一
九
九
三
年
一
一
月

『
内
山
永
久
寺
置
文
』（
分
担
執
筆
）

東
京
国
立
博
物
館

一
九
九
四
年
三
月

袖
判
に
つ
い
て

『
古
代
中
世
の
政
治
と

社
会
』

一
九
九
四
年
四
月

平
城
京
域
に
お
け
る
地
名
表
記
に
つ
い
て
『
春
日
文
化
』
三

一
九
九
五
年
七
月

石
山
寺
所
蔵
の
深
密
蔵
聖
教
に
つ
い
て

『
文
化
財
論
叢
Ⅱ
』

一
九
九
五
年
九
月

『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
第
二
巻
』（
編
集
）
奈
文
研
史
料
四
四

一
九
九
六
年
三
月
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古
代
末
の
坂
田
郡

『
伊
吹
町
史　

通
史
編

上
』

一
九
九
七
年
三
月

書
状
の
料
紙
に
つ
い
て

『
日
本
社
会
の
史
的
構

造　

古
代
中
世
』

一
九
九
七
年
五
月

永
源
寺
概
要　

中
世

『
永
源
寺
関
係
寺
院
古

文
書
等
調
査
報
告
書
』

一
九
九
八
年
三
月

大
日
経
開
題
・
狸
毛
筆
奉
献
表

『
週
刊
朝
日
百
科
日
本

の
国
宝
七
二　

醍
醐

寺
』

一
九
九
八
年
六
月

『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
国
宝
七
八　

石

山
寺
』（
編
集
）

一
九
九
八
年
八
月

北
浦
定
政
関
係
資
料
補
遺

『
奈
文
研
年
報
一
九
九

八
│

一
』

一
九
九
八
年
九
月

『
法
隆
寺
の
至
宝
八　

古
記
録
古
文
書
』

（
山
本
信
吉
氏
と
共
編
）
一
九
九
九
年
二
月

起
請
文
の
世
界
・
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
の
姿
『
東
大
寺
文
書
の
世
界
』
一
九
九
九
年
二
月

東
大
寺
文
書

『
週
刊
朝
日
百
科
日
本

の
国
宝
一
一
〇
』

一
九
九
九
年
四
月

興
福
寺
所
蔵
の
縁
起
類
に
つ
い
て

『
奈
文
研
年
報
一
九
九

九
│

一
』

一
九
九
九
年
九
月

大
和
国
仁
和
寺
領
荘
園
に
つ
い
て

『
仁
和
寺
研
究
』
一

一
九
九
九
年
一
一
月

『
奈
良
六
大
寺
大
観　

東
大
寺
三
』（
項
目

執
筆
）

二
〇
〇
〇
年
三
月

薬
師
寺
所
蔵
の
法
会
関
係
文
書
に
つ
い
て
『
奈
文
研
年
報
二
〇
〇

〇
│

一
』

二
〇
〇
〇
年
六
月

『
石
山
寺
資
料
叢
書　

史
料
篇
第
二
』（
共

編
）

二
〇
〇
〇
年
一
一
月

八
家
祖
師
入
唐
求
法
年
紀

『
石
山
寺
資
料
叢
書　

史
料
篇
第
二
』

『
古
文
書
料
紙
原
本
の
基
礎
的
デ
ー
タ
測

定
記
録
装
置
の
研
究
製
作
』

科
学
研
究
費
報
告
書

二
〇
〇
一
年
三
月

伝
来
古
文
書
か
ら
見
る
法
会

『
儀
礼
に
み
る
日
本
の

仏
教
』

二
〇
〇
一
年
三
月

仁
和
寺
の
略
史
と
経
蔵
・
宝
蔵

『
真
言
宗
寺
院
所
蔵
の

典
籍
文
書
の
総
合
的
調

査
研
究
』

二
〇
〇
一
年
三
月

西
大
寺
所
蔵
「
梵
網
経
菩
薩
戒
本
直
伝
」

と
そ
の
紙
背
文
書

『
奈
良
県
所
在
中
国
古

版
経
調
査
報
告
書
』

二
〇
〇
一
年
三
月

『
東
大
寺
文
書
を
読
む
』（
永
村
眞
・
湯
山

賢
一
氏
と
共
編
）

二
〇
〇
一
年
六
月

文
書
の
伝
来
・
勧
進
と
檀
越

『
東
大
寺
文
書
を
読
む
』

記
録
か
ら
み
た
文
書
料
紙
の
用
語

『
中
世
公
武
権
力
の
構

造
と
展
開
』

二
〇
〇
一
年
八
月

『
醍
醐
寺
大
観　

第
三
巻
』（
項
目
執
筆
）

二
〇
〇
一
年
一
二
月

『「
西
大
寺
古
絵
図
は
語
る
」
展
図
録
』

（
項
目
執
筆
）

奈
良
国
立
博
物
館

二
〇
〇
二
年
九
月

『「
龍
門
文
庫
」
展
図
録
』（
項
目
執
筆
）

奈
良
国
立
博
物
館

二
〇
〇
二
年
一
一
月

石
山
寺
一
切
経
の
経
函
に
つ
い
て

『
文
化
財
論
叢
Ⅲ
』

二
〇
〇
二
年
一
二
月

『
北
浦
定
政
関
係
資
料　

松
の
落
ち
葉
一
』

（
編
集
）

奈
文
研
史
料
六
一

二
〇
〇
三
年
三
月

『
北
浦
定
政
関
係
資
料　

松
の
落
ち
葉
二
』

（
編
集
）

奈
文
研
史
料
六
五

二
〇
〇
四
年
三
月

『
上
田
家
文
書
調
査
報
告
書
』（
共
編
）

二
〇
〇
四
年
三
月

冊
子
「
大
頭
入
衆
日
記
」
の
成
立
に
つ
い

て

『
上
田
家
文
書
調
査
報

告
書
』

石
母
田
正
『
中
世
的
世
界
の
形
成
』・
東

大
寺
文
書
・
東
大
寺
領
伊
賀
国
黒
田
本

莊
の
成
立
・
黒
田
莊
の
確
立
・
古
代
・

中
世
の
神
社

『
お
き
つ
も
の
名
張　

今
と
昔
』

二
〇
〇
四
年
四
月

『
東
大
寺
所
蔵
聖
教
文
書
の
調
査
研
究
』

科
学
研
究
費
報
告
書

二
〇
〇
五
年
三
月

『
三
重
県
史　

資
料
篇　

中
世
二
』（
共

編
）

二
〇
〇
五
年
九
月
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『
石
山
寺
資
料
叢
書　

寺
誌
篇
第
一
』（
共

編
）

二
〇
〇
六
年
五
月

石
山
寺
所
蔵
の
寺
誌
資
料
に
つ
い
て

『
石
山
寺
資
料
叢
書　

寺
誌
篇
第
一
』

薬
師
寺
だ
け
が
な
ぜ
寺
名
を
変
え
な
か
っ

た
の
か

『
週
刊
仏
教
新
発
見　

薬
師
寺
』

二
〇
〇
七
年
三
月

石
山
寺
の
歴
史
と
信
仰

『
石
山
寺
の
美
』

二
〇
〇
八
年
一
月

『
石
山
寺
の
信
仰
と
歴
史
』（
編
集
）

二
〇
〇
八
年
三
月

創
建
と
あ
ゆ
み

『
石
山
寺
の
信
仰
と
歴

史
』

仁
和
寺
の
歴
史

『
古
寺
巡
礼　

京
都
・

仁
和
寺
』

二
〇
〇
八
年
六
月

書
跡
資
料
調
査
に
お
け
る
用
語
の
検
討

『
史
窓
』
六
六

二
〇
〇
九
年
二
月

法
隆
寺
の
歴
史

『
古
寺
巡
礼　

奈
良
・

法
隆
寺
』

二
〇
一
〇
年
五
月

『
石
山
寺
資
料
叢
書　

史
料
篇
第
三
』（
共

編
）

二
〇
一
〇
年
六
月

石
山
寺
一
切
経
の
概
要

『
石
山
寺
資
料
叢
書　

史
料
篇
第
三
』

東
大
寺
の
建
物
と
景
観

『
古
寺
巡
礼　

奈
良
・

東
大
寺
』

二
〇
一
〇
年
七
月

薬
師
寺
の
歴
史

『
古
寺
巡
礼　

奈
良
・

薬
師
寺
』

二
〇
一
〇
年
一
二
月

壬
生
家
文
書
の
三
徳
山
三
佛
寺
関
係
文
書

（
水
石
靖
子
氏
と
共
同
執
筆
）

『
史
窓
』
六
八

二
〇
一
一
年
二
月

『
三
重
県
史　

資
料
篇　

古
代
中
世
』（
共
編
）

二
〇
一
五
年
三
月

古
代
・
中
世
の
伊
庭
集
落

『
文
化
的
景
観
「
伊
庭

内
湖
と
水
路
の
村
」
調

査
報
告
』

二
〇
一
七
年
三
月

興
福
寺
蔵
『
明
本
抄
』
奥
書
の
検
討

『
奈
良
文
化
財
研
究
所

紀
要
二
〇
一
七
』

二
〇
一
七
年
六
月

法
隆
寺
の
経
済
基
盤
・
法
隆
寺
と
寺
領
・

室
町
戦
国
期
の
動
向
と
法
隆
寺

『
法
隆
寺
史　

上
』

二
〇
一
八
年
三
月

　
『
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
↓
『
平
城
宮
発
掘
概
報
』、『
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
年
報
』『
奈
良
文
化
財
研
究
所
年
報
』
↓
『
奈
文
研
年
報
』、
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
史
料
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
↓
奈
文
研
史
料

 　

収
録
出
版
物
名
は
、
右
記
の
よ
う
に
名
称
を
省
略
し
た
。

調
査
参
加
歴

記
載
項
目
：
年
次
・
調
査
対
象
（
調
査
内
容
、
調
査
主
体
、
所
在
）

所
在
の
都
道
府
県
名
は
都
道
府
県
ナ
ン
バ
ー
順
に
よ
る
、
再
掲
は
所
在
を
省
略
す
る

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
）

泉
涌
寺
（
文
書
記
録
、
寺
、
京
都
）
妙
法
院
（
文
書
記
録
、
寺
、
京
都
）

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）

泉
涌
寺
（
文
書
記
録
、
寺
）
妙
法
院
（
文
書
記
録
、
寺
）

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）

平
城
宮
第
七
八
次
南
区
発
掘
調
査
（
内
裏
後
宮
東
北
地
域
、
奈
文
研
、
奈
良
）

石
山
寺
（
一
切
経
、
寺
、
滋
賀
）
泉
涌
寺
（
文
書
記
録
、
寺
）
妙
法
院
（
文
書
記
録
、
寺
）

興
福
寺
（
春
日
版
板
木
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文
研
、
奈
良
）

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）

根
津
美
術
館
（
聖
教
、
奈
文
研
、
東
京
）
石
山
寺
（
一
切
経
、
寺
）
海
住
山
寺
（
典
籍
文
書
、

奈
文
研
、
京
都
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
、
京
都
）
妙
法
院
（
文
書
記
録
、
寺
）
興

福
寺
（
春
日
版
板
木
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文
研
）
西
大
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
、
奈
良
）　

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
）

平
城
京
第
九
三
次
発
掘
調
査
（
左
京
八
条
九
・
一
五
・
一
六
坪
─
東
市
推
定
地
、
奈
文
研
）

平
城
京
第
九
六
次
発
掘
調
査
（
左
京
三
条
二
坊
六
坪
・
宮
跡
庭
園
、
奈
文
研
）

石
山
寺
（
一
切
経
、
寺
）
高
山
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
、
京
都
）
大
覚
寺
（
聖
教
、
科
研
、
京
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都
）
東
寺
（
観
智
院
聖
教
、
京
都
府
、
京
都
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
妙
法
院

（
文
書
記
録
、
寺
）
興
福
寺
（
春
日
版
板
木
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文
研
）
西
大
寺
（
典
籍
文

書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文
研
、
奈
良
）

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）

石
山
寺
（
一
切
経
、
寺
）
西
教
寺
（
典
籍
、
文
化
庁
、
滋
賀
）
高
山
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
）

大
覚
寺
（
聖
教
、
科
研
）
東
寺
（
観
智
院
聖
教
、
京
都
府
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文

研
）
妙
法
院
（
文
書
記
録
、
寺
）
興
福
寺
（
春
日
版
板
木
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文
研
）
西
大

寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文
研
）

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
）

石
山
寺
（
経
巻
聖
教
、
寺
）
高
山
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
）
大
覚
寺
（
聖
教
、
科
研
）
東
寺

（
観
智
院
聖
教
、
京
都
府
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）　

妙
法
院
（
文
書
記
録
、
寺
）

興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
西
大
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
文
化

庁
委
託
・
奈
文
研
）

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
）

平
城
宮
第
一
一
〇
次
発
掘
調
査
（
東
院
地
区
、
奈
文
研
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
文
書
、
奈
文
研
、
東
京
）
石
山
寺
（
経
巻
聖
教
、
寺
）
高
山
寺

（
典
籍
文
書
、
寺
）
大
覚
寺
（
聖
教
、
科
研
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
妙
法
院

（
文
書
記
録
、
寺
）
陽
明
文
庫
（
文
書
、
奈
文
研
、
京
都
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

西
大
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文
研
）

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
）

平
城
京
第
一
一
六
次
発
掘
調
査
（
平
城
京
三
条
四
坊
七
坪
、
奈
文
研
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
文
書
、
奈
文
研
）
藤
江
喜
重
氏
所
蔵
資
料
（
典
籍
文
書
、
静
岡
県
、

静
岡
）
石
山
寺
（
経
巻
聖
教
、
寺
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
文
書
、
文
化
庁
、
京
都
）
高

山
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
、
京
都
）
東
寺
（
観
智
院
聖
教
、

京
都
府
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
妙
法
院
（
文
書
記
録
、
寺
）
興
福
寺
（
典
籍
文

書
、
奈
文
研
）
西
大
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文

研
）
金
光
図
書
館
（
典
籍
、
奈
文
研
、
岡
山
）

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
文
書
、
奈
文
研
）
石
山
寺
（
聖
教
文
書
、
寺
）
京
都
府
立
総
合
資

料
館
（
文
書
、
文
化
庁
）
高
山
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
）
大
報
恩
寺
（
北
野
一
切
経
、
文
化
庁
、

京
都
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
妙
法
院
（
文
書

記
録
、
寺
）
離
宮
八
幡
宮
（
文
書
、
文
化
庁
、
京
都
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）　

西
大
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文
研
）
薬
師
寺
（
典

籍
文
書
、
奈
文
研
、
奈
良
）

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）

平
城
宮
第
一
二
八
次
発
掘
調
査
（
東
院
地
区
、
奈
文
研
）

平
城
宮
第
一
三
三
次
発
掘
調
査
（
南
面
西
門
、
奈
文
研
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
文
書
、
奈
文
研
）
石
山
寺
（
聖
教
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文

書
、
奈
文
研
）
妙
法
院
（
文
書
記
録
、
寺
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
西
大
寺
（
典

籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
文
化
庁
委
託
・
奈
文
研
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈

文
研
）

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）

平
城
宮
第
一
三
三
次
発
掘
調
査
（
南
面
西
門
）

妙
法
院
（
文
書
記
録
、
寺
）

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）

平
城
宮
第
一
六
三
次
発
掘
調
査
（
第
二
次
朝
堂
院
東
第
一
堂
、
奈
文
研
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
文
書
、
奈
文
研
）
石
山
寺
（
聖
教
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文

書
、
奈
文
研
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
西
大
寺

（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
法
隆
寺
（
典
籍
文
書
・
百
万
塔
、
寺
、
奈
良
）
薬
師
寺
（
典
籍
文

書
、
奈
文
研
）

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
）

平
城
宮
第
一
六
九
次
発
掘
調
査
（
第
二
次
朝
堂
院
朝
庭
地
区
、
奈
文
研
）

石
山
寺
（
聖
教
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文

研
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
西
大
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
法
隆
寺
（
典
籍
文
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書
・
百
万
塔
、
寺
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
）

平
城
宮
第
一
七
二
次
発
掘
調
査
（
内
裏
東
方
東
大
溝
、
奈
文
研
）

石
山
寺
（
聖
教
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文

研
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
西
大
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
法
隆
寺
（
典
籍
文

書
・
百
万
塔
、
寺
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）

石
山
寺
（
聖
教
文
書
、
寺
）
高
山
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
法
隆
寺
（
典
籍
文
書
・

百
万
塔
、
寺
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
文
書
、
奈
文
研
）
石
山
寺
（
聖
教
文
書
、
寺
）
高
山
寺
（
典
籍
文

書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
仁
和
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
興
福
寺
（
典

籍
文
書
、
奈
文
研
）
西
大
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
法
隆
寺
（
典
籍
文
書
・
百
万
塔
、

寺
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

一
九
八
九
年
（
平
成
一
）

平
城
宮
第
二
〇
五
次
発
掘
調
査
（
兵
部
省
、
奈
文
研
）

石
山
寺
（
聖
教
文
書
、
寺
）
西
大
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
法
隆
寺
（
法
隆
寺
版
板
木
、

寺
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）

葛
川
明
王
院
（
文
書
、
文
化
庁
、
滋
賀
）

一
九
九
二
年
（
平
成
四
）

四
月　

三
嶋
大
社
関
係
古
文
書
調
査
委
員
（
〜
一
九
九
四
・
三
）

五
月　

滋
賀
県
美
術
工
芸
品
実
態
調
査
主
任
調
査
員
（
〜
一
九
九
七
・
三
）

上
杉
文
書
（
文
書
、
科
研
、
山
形
）
東
京
国
立
博
物
館
（
文
書
、
奈
文
研
、
東
京
）
三
嶋
大

社
（
文
書
、
静
岡
県
、
静
岡
）
石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
長
浜
城
博
物
館
（
竹
生
島
文
書
、
滋

賀
県
、
滋
賀
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
） 

 

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）

上
杉
文
書
（
文
書
、
科
研
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
文
書
、
科
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
科

研
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

一
九
九
四
年
（
平
成
六
）

四
月　

興
聖
寺
一
切
経
調
査
団
調
査
員
（
〜
一
九
九
八
・
三
）

四
月　

清
見
寺
史
料
調
査
委
員
（
〜
一
九
九
七
・
三
）

八
月　

永
源
寺
関
係
寺
院
古
文
書
等
調
査
主
任
調
査
員
（
〜
一
九
九
八
・
三
）

上
杉
文
書
（
文
書
、
科
研
）
清
見
寺
（
文
書
、
静
岡
県
、
静
岡
）
三
島
神
社
（
文
書
、
静
岡

県
）
石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
永
源
寺
（
文
書
、
滋
賀
県
、
滋
賀
）
興
聖
寺
（
一
切
経
、
京
都

府
、
京
都
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
文
書
、
文
化
庁
）

仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
（
典
籍
、
文
化
庁
、
京
都
）
鹿
王
院

（
文
書
、
京
都
府
、
京
都
）
西
大
寺
（
板
木
、
文
化
庁
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

一
九
九
五
年
（
平
成
七
）

一
〇
月　

西
大
寺
所
蔵
一
切
経
調
査
指
導
委
員
（
〜
一
九
九
八
・
三
）

東
京
国
立
博
物
館
（
文
書
記
録
、
法
隆
寺
）
井
伊
家
文
書
（
文
書
、
文
化
庁
、
滋
賀
）
石
山

寺
（
聖
教
、
寺
）
永
源
寺
（
文
書
、
滋
賀
県
）
興
聖
寺
（
一
切
経
、
京
都
府
）
仁
和
寺
（
聖

教
、
寺
・
文
化
庁
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
（
典
籍
、
文
化
庁
）
西
大
寺
（
一
切
経
、
奈
良

県
）
東
大
寺
（
文
書
、
科
研
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

一
九
九
六
年
（
平
成
八
）

上
杉
文
書
（
文
書
、
科
研
）
東
京
国
立
博
物
館
（
文
書
記
録
、
法
隆
寺
）
石
山
寺
（
聖
教
、

寺
）
永
源
寺
（
文
書
、
滋
賀
県
）
興
聖
寺
（
一
切
経
、
京
都
府
）
醍
醐
寺
（
典
籍
文
書
、
奈

文
研
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
妙
蓮
寺
（
一
切
経
、
京
都
府
、
京
都
）
西
大
寺

（
一
切
経
、
奈
良
県
）
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一
九
九
七
年
（
平
成
九
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
永
源
寺
（
文
書
、
滋
賀
県
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
興
聖
寺

（
一
切
経
、
京
都
府
）
東
福
寺
（
文
書
、
文
化
庁
、
京
都
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
古
代
学
協

会
・
寺
・
文
化
庁
）
東
大
寺
（
文
書
・
修
二
会
資
料
、
文
化
庁
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈

文
研
）

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）

九
月　

奈
良
県
所
在
中
国
古
版
経
調
査
指
導
委
員
（
〜
二
〇
〇
一
・
三
）

北
浦
定
政
関
係
資
料
（
歴
史
資
料
、
奈
文
研
、
東
京
）
石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
高
山
寺
（
典

籍
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
東
福
寺
（
文
書
、
文
化
庁
）
仁
和
寺
（
聖
教
、

寺
・
古
代
学
協
会
・
文
化
庁
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
（
典
籍
、
文
化
庁
）
興
福
寺
（
典
籍
文

書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
修
二
会
資
料
、
文
化
庁
）
法
隆
寺
（
寺
史
史
料
、
寺
）
薬
師
寺

（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
）

東
京
国
立
博
物
館
（
法
隆
寺
献
納
宝
物
、
法
隆
寺
）
石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、

文
化
庁
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
科
研
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
（
典
籍
、
文
化
庁
）
興
福
寺
（
典

籍
文
書
、
奈
文
研
）
法
隆
寺
（
寺
史
史
料
、
寺
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）

六
月　

長
命
寺
文
書
調
査
主
任
調
査
員
（
〜
二
〇
〇
三
・
三
）

七
月　

上
田
家
文
書
等
調
査
委
員
会
委
員
長
（
〜
二
〇
〇
四
・
三
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
長
命
寺
（
文
書
、
滋
賀
県
、
滋
賀
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
仁

和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
上
田
家
文
書
（
文
書
、
吉
野
町
、
奈
良
）
興
福
寺
（
典
籍
文

書
、
奈
文
研
）
唐
招
提
寺
（
経
巻
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
奈
文
研
）
法
隆
寺
（
寺
史

史
料
、
寺
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
）

九
月　

奈
良
県
所
在
黄
檗
版
大
般
若
経
調
査
指
導
委
員

石
山
寺
（
聖
教
・
一
切
経
経
箱
、
寺
・
奈
文
研
）
長
命
寺
（
文
書
、
滋
賀
県
）
醍
醐
寺
（
聖

教
、
文
化
庁
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
西
大
寺
（
経
巻
、
奈
良
県
）
興
福
寺
（
典

籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
科
研
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）                                                      

二
〇
〇
二
年
（
平
成
一
四
）　　

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
長
命
寺
（
文
書
、
滋
賀
県
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
仁
和
寺

（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
上
田
家
文
書
（
文
書
、
吉
野
町
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

唐
招
提
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
科
研
）
法
隆
寺
（
寺
史
史
料
、
寺
）

薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
龍
門
文
庫
（
典
籍
、
奈
良
国
立
博
物
館
、
奈
良
）　

二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
）

四
月　

神
護
寺
聖
教
調
査
委
員
会
委
員
（
〜
二
〇
〇
六
・
三
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
神
護
寺
（
聖
教
、
京
都
府
、
京
都
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
仁

和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
上
田
家
文
書
（
文
書
、
吉
野
町
）
大
宮
家
文
書
（
文
書
、
奈

良
市
、
奈
良
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
唐
招
提
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大

寺
（
文
書
、
科
研
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）　

二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
神
護
寺
（
聖
教
、
京
都
府
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
上
田

家
文
書
（
文
書
、
吉
野
町
）
大
宮
家
文
書
（
文
書
、
奈
良
市
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文

研
）
唐
招
提
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
聖
教
文
書
、
文
化
庁
・
科
研
）
薬
師
寺

（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
神
護
寺
（
聖
教
、
京
都
府
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
大
宮
家
文

書
（
文
書
、
奈
良
市
）
興
福
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
唐
招
提
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文

研
）
東
大
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
） 

薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
高
山
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
仁
和
寺

（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
正
倉
院
聖
語
蔵
（
経
巻
、
東
大
寺
、
奈
良
）
東
大
寺
（
聖
教
文

書
・
寺
史
史
料
、
寺
・
文
化
庁
・
科
研
）　

薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
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二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
高
山
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
東
福
寺

（
文
書
、
科
研
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）　

大
宮
家
文
書
（
文
書
、
奈
良
市
）
正
倉

院
聖
語
蔵
（
経
巻
、
東
大
寺
）
東
大
寺
（
寺
史
史
料
・
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
薬
師
寺
（
典

籍
文
書
、
寺
）

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
高
山
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
仁
和
寺

（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
大
宮
家
文
書
（
文
書
、
奈
良
市
）
正
倉
院
聖
語
蔵
（
経
巻
、
東
大

寺
）
東
大
寺
（
寺
史
史
料
・
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）

二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
大
宮

家
文
書
（
文
書
、
奈
良
市
）
正
倉
院
聖
語
蔵
（
経
巻
、
東
大
寺
）
東
大
寺
（
寺
史
史
料
・
聖

教
、
寺
・
文
化
庁
）
法
隆
寺
（
寺
史
史
料
、
寺
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
寺
）

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
・
奈
文

研
）
上
田
家
文
書
（
文
書
、
吉
野
町
）
東
大
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
正
倉
院
聖
語
蔵

（
経
巻
、
東
大
寺
）
薬
師
寺
（
中
国
経
、
奈
良
県
）
三
佛
寺
（
文
書
聖
教
、
奈
文
研
、
鳥
取
）

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
百
済
寺
（
整
備
、
滋
賀
県
、
滋
賀
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
仁

和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
大
宮
家
文
書
（
文
書
、
奈
良
市
）
東
大
寺
（
聖
教
、
寺
）
三

佛
寺
（
文
書
聖
教
、
奈
文
研
）

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
醍
醐
寺
（
聖
教
、
文
化
庁
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
大
宮

家
文
書
（
文
書
、
奈
良
市
）
唐
招
提
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
東
大
寺
（
文
書
、
科
研
）

薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
法
隆
寺
（
寺
史
史
料
、
寺
）
三
佛
寺
（
文
書
聖
教
、
奈
文

研
）

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）　

唐
招
提
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文
研
）
薬
師
寺
（
典
籍
文
書
、
奈
文

研
）
三
佛
寺
（
文
書
聖
教
、
奈
文
研
）

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
伊
庭
（
文
化
的
景
観
、
滋
賀
県
、
滋
賀
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文

化
庁
）

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）　

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
六
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）

二
〇
一
七
年
（
平
成
二
八
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
妙
法
院
（
聖
教
、
寺
）
徳
島
県
所

在
資
料
（
書
跡
文
書
、
徳
島
県
、
徳
島
）

二
〇
一
八
年
（
平
成
三
〇
）

石
山
寺
（
聖
教
、
寺
）
仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）
妙
法
院
（
聖
教
、
寺
）
三
佛
寺

（
文
書
・
聖
教
、
奈
文
研
）
徳
島
（
書
跡
文
書
、
徳
島
県
）　

二
〇
一
九
年
（
平
成
三
一
）（
〜
三
月
）

仁
和
寺
（
聖
教
、
寺
・
文
化
庁
）





執 

筆 

者 

紹 

介

織
田
め
ぐ
み　

本
学
大
学
院
研
修
者

箱
田　

恵
子　

本
学
准
教
授

告
井　

幸
男　

本
学
教
授

木
本　

久
子　

本
学
非
常
勤
講
師

中
村
み
ど
り　

本
学
非
常
勤
講
師

林
原
由
美
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本
学
大
学
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博
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後
期
課
程

谷
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淳
一　

本
学
教
授
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追
悼
録
の
執
筆
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各
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記
載
）
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第
77
号

二
〇
二
〇
年
三
月
二
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印
刷

二
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二
〇
年
三
月
六
日　

発
行

編　

集　
　

『
史
窓
』
編
集
委
員
会

発　

行　
　

京
都
女
子
大
学
史
学
会

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
内

☏
（
〇
七
五
）
五
三
一
│
九
一
〇
〇
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者　
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利　

美
和
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株
式
会
社
図
書
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刷
同

朋

舎

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

☏
（
〇
七
五
）
三
六
一
│
九
一
二
一

編　

集　

委　

員

桑
山　

由
文
（
委
員
長
）

梅
田　

千
尋

告
井　

幸
男

箱
田　

恵
子

本
田　

毅
彦


